
 

 

 

 

 

  



 

  

始まっています！アビスタの新しい生活様式 

 生涯学習センターアビスタは、新型コロナウイルス感染症の影響で、令和 2年 3月から 6月まで臨時

休館となっていました。その間生涯学習センターの各学習室は、市役所各課の分室として活用、7 月 1

日から利用制限を行いつつ一部開館、8月 1 日からは、すべて開館となりました。新型コロナウイルス

感染症と向き合いながら、新しい生活様式に対応した生涯学習センターアビスタをご紹介します。 

アビスタ利用者に新型コロナウイルス感染が確認された場合、チェックシート

や利用者カードなどの情報を、保健所等公的機関に提出することがありますの

であらかじめご承知おきください。、 

 

ソーシャルディスタンス 

って…こんな感じ 

 

・マスク着用、手指の消毒、３密回避の対策を行っています。 

・館内の共有スペース（手すり、ドアノブ等）は常に消毒作業を行っています。 

・マスクの着用、手洗いうがい等の感染予防対策を

お願いします。 

・利用者には、入館者カード・感染症対策チェック

シート・各利用者カードの提出をお願いします。 

・自身が利用した室内・机・イスなどの消毒をお願

いします。 

 

参加者・講師・職員の検温を実施します。その他、公民館における 

新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに沿って対策を行います。 

市主催 

の講座 

QR コード 

ＨＰ我孫子地区公民館 

アビスタ館内案内図 

学習室利用者チェックシート

〈総合案内〉 

個人学習室利用者カード〈第一学習室〉・ 

オープンスペース利用者カード〈オープンスペース〉 

※カードおよびシートは〈 〉に設置・配布しています。 

展示案内 

 

＜Ⅰ少年期から放浪へ＞ 

第１学習室・オープンスペース 

① 少年期の山下清 

② 学園から飛び出して、 

放浪へ 

第２学習室・第３学習室 

③ 放浪を辞める誓い 

■我孫子ブース 

第３・第４学習室展示ケース 

 

＜Ⅱ放浪期から画家へ＞ 

第２学習室・第３学習室 

① 芸術家山下清の誕生 

② 日本ぶらりぶらり 

第 4学習室 

③ 芸術家としての挑戦 

 

＜Ⅲ円熟期から晩年へ＞ 

第５学習室 

① ヨーロッパぶらりぶらり 

ミニホール 

② 創造への挑戦 

 

山下清展 

令和２年 11月 21日（土）～12月 20日（日） 

 

 

開場時間 

午前１０時～午後４時３０分 

入場は午後４時まで 

〈会期中無休〉 

ＵＰ 

ＤＮ 

ＵＰ 

※展示内容・場所は変わることがあります。 
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abiko city 50th anniversary 
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 山下清の名を聞いた時、誰もが「裸の大将」「放浪の画家」を 

連想するでしょう。彼の生涯については、これまで映画・テレビドラマ 

・書籍によって紹介されてきましたが、その多くが放浪先で絵を描き、 

さまざまな感動を残すストーリーとなっています。しかし、実際は旅先 

ではほとんど絵を描いておらず、旅先で見た風物を自分の脳裏に鮮明に 

焼きつけ、それを旅から戻って自分の記憶によるイメージを描いたので 

す。山下清のフィルターを通したイメージは、実物の風物より色鮮やか 

で暖かく、どこか日本人が求める懐かしい情景となり、それが独特の貼り絵作品となって

いったのです。 

― 真実の山下清をしってほしい。真実の作品を見て欲しい。― 

今回の山下清展では、「芸術家・山下清」をキーワードに紹介します。会場では、山下清の

多彩な作品に加え、山下清の言葉や資料を展示し、真実の山下清の世界に迫ります。 

山下清鑑定会 

山下清遺族代表 山下浩 

 
山下 浩（やました ひろし）氏プロフィール 

１９６０年生まれ。中央大学法学部卒業。山下清の甥にあたり、「山下清鑑定会」を設立し 

作品の管理・鑑定などを行う。著書に「家族が語る山下清」「山下清作品集」など 

清
さ
ん
、
お
帰
り
。 

植崎 和基（うえさき かずもと）氏プロフィール 

１９６０年２月生まれ。大学、調理師学校を卒業後、霞が関の割烹料理店で 

２年間日本料理の修行をする。２５才で家業の手伝いを始め、４２才で弥生 

軒の三代目社長に就任、現在に至る。 

山下画伯とは、小学生の頃に２度会っている。 

初代は植崎 基（もとい）さん、二代目は植崎 晃（あきら）さん 

多くの人に見て喜んで頂きたいと思って 

絵画提供について 

市からオファーがあったこともあるのですが、多くの人に見て、喜んで頂きたいと思って快諾しま

した。清画伯がうちで、縁あって弁当屋のお仕事をされている間、みなさんに可愛がられて、うち

を卒業してから、有名になったのでびっくりして、「清さん、描いてよ」ってお願いして、恩返しと

いうことでいろいろな絵をうちに下さったのです。勿体なかったのは、雨漏りにあって処分してし

まった絵が結構あって、今あるのは雨漏りしないところで保管していたものですね。 

「山下清展」開催によせて 

ご案内：山下浩氏講演会～「家族が語る山下清」～  

家族しか知らない様々なエピソードを紹介しながら、もう一つの山下清像に迫っていきた 

いと思います。        詳細は次ページ、会期中の開催イベントをご覧ください。 

    

 

山下清画伯と弥生軒 ― ゆかりと思い出を訪ねて － 

「山下清展」に絵画を提供して頂いた、弥生軒の植崎社長を訪ね、絵画提供のこと、山下清画伯が弥生軒で

過ごした時のエピソードなどをインタビューしてきました！ 

居心地がよかったのかな… 

旅に出て半年ぐらい経つと戻ってくるということを、５年間

ずっと続けていたって、その時はへーって思ったけど、今思

うと、戻ってきてくれたのは居心地がよかったんだなと、皆

さん温かくて、しょうがねえなぁ、飯食わせるから、早く仕

事しろよって言って、何もない時代ですから… 

 

「来るもの拒まず」縁あって頼ってきてくれるんだから 

画伯との関わりで、大切に思っていることはありますか？ 

「来るもの拒まず」ですかね。縁あってうちに頼ってきてくれるんだからって、

僕の祖父の気持ちが、父も僕も言われたわけではないけれど、同じようにあっ

て、つなぎ合わせてみれば受け継がれているのかな。 

植崎社長は山下画伯とのエピソードを感慨深い様子で語っていました。 

子から孫へと楽しく語り継がれ、商売をしていくうえでその懐の深さが大切な要素の一つであることを、それぞれが

意識することなく、柔らかな風が人の心を通り抜けていくように、自然と受け入れられてきたのではないでしょうか。 

 

 

旅に出るときは 

和基さんの祖父 基さん 
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1   04-7182-8578 

1   -7185-2192 

 04-7182-0511 


